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９月議会報告９月議会報告

武内市政発足後初めての決算審議を通じ、くら
しでも平和でも、文化財保護の問題でも、市民の
願いの守り手は誰なのかが、くっきりと浮かび上
がってきました。
日本共産党市議団は、市民に重くのしかかって
いる介護保険料の負担増を押し付ける決算は認め
られないと反対を表明。下水道料金の引き下げな
どで「市民のくらしを守れ」と提言するとともに、

切実な学校給食無償化や、補聴器購入助成を求め
る市民の声を代弁してきました。初代門司駅遺構
では、専門家との協議を強く求める決議を提出し
ました。大規模な「日米共同統合演習」については、
政府に中止を求めるよう市に緊急申し入れを行い
ました。一方、自民、公明、ハートフル、維新は
いずれも市長提案に賛成し、市民の声に背を向け
ました。

　10月8日、日本共産党市議団は「日米共同
統合演習」（キーンソード25）の中止を政府
に要請するよう求め、武内市長への緊急申し
入れを行いました。
　この演習は今回で17回目。北海道から沖縄
県まで12カ所の民間空港・20港湾を使用する
過去最大規模の演習で、自衛隊、米軍合わせ
4万5000人、艦艇40隻、航空機370機が参加
しました。
　市議団は演習中止と併せ、今年4月、北九
州空港を平時から軍事利用できる「特定利用
空港」についても、市として政府に撤回を求
めるよう要請しました。
　防衛省が 田村貴昭衆院議員の質問への回答

文書で「地域住民の生活への影響」「民間航
空機の定期運航への影響」が最小限となるよ
う努めるとしています。訓練による影響が出
ることを事実上、認めたもので重大です。

公益通報者の窓口設置を
　また、違法・不正な行為を報道機関などに
通報する公益通報者を守る第三者機関の窓口
設置を申し入れました。
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くらし、平和、文化くらし、平和、文化のの守り手守り手ははだれかだれか
決算議会決算議会でで浮き彫り浮き彫りにに

党市議団が緊急申入れ党市議団が緊急申入れ

北九州市議会
日本共産党市議団

学校給食無償化　学校給食無償化　２２万万２６７５２６７５筆

補聴器購入助成　補聴器購入助成　１１万万６３２６３２筆筆

　　
　9月議会開会を前にした9月8日、市民の声に耳を傾け、市政に
届けるための市議団主催の「市政懇談会」に約70人が参加しま
した。山内議員が市政の現状・問題点を報告。参加者から「半
導体企業が進出する予定の若松で、PFAS（ピーファス）など化
学物質による汚染が心配。市としての対応はどうなのか」「ユ
ネスコの諮問機関・イコモスからヘリテージアラートも出され
た。初代門司駅遺構の破壊をくい止められないのか」「自衛隊
の敷地内で、地域の祭り開催はおかしいのでは」など多くの質
問や意見が出されました。

市民とともに物価高対策、補聴器助成、学校給食無償化　市民とともに物価高対策、補聴器助成、学校給食無償化　
初代門司駅遺構、空港の軍事利用反対の運動広げる初代門司駅遺構、空港の軍事利用反対の運動広げる
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実現に向けて実現に向けて
市議会に市議会に

署名提出署名提出
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地域住民、民間機への影響認める地域住民、民間機への影響認める
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日本共産党市議団が提出した
９月議会意見書・決議

賛否結果

会
派
名

無
所
属
の
会

自
民
党

公
明
党

ハ
ー
ト
フ
ル

北
九
州

日
本
共
産
党

変
革
と
未
来

日
本
維
新
の
会

井
上
し
ん
ご

村
上
さ
と
こ

若
松
を

愛
す
る
会

結
果

人数 16人 13人 11人 ８人 3人 ３人 １人 １人 １人

危険な敦賀原発２号機を直ちに廃止する
ことを求める意見書 × × × ○ × × ◯ ◯ × 否

決

暮らしを壊す際限のない軍拡予算に歯止め
をかけることを求める意見書 × × × ○ × × ◯ ◯ × 否

決

米不足と価格高騰に対する緊急対策を求める
意見書 × × × ○ × × ◯ ◯ × 否

決

門司港地域での複合公共施設の工事を一旦
中断し学識経験者との協議を求める決議 × × × ○ × × ◯ ◯ × 否

決

ハートフル北九州との共同提出となった「国主導による有機フッ化合物（PFAS）対策の早期実施を求める意見書」は全
会一致で可決されました。
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9月議会最終日の10月 8日、日本共産党の高橋都市議は４本の意見書と1本の決議を
提案しました。ハートフル北九州との共同提出となった「国主導による有機フッ素化合物
対策の早期実施を求める意見書」は全会一致で可決。共産党提出の「門司港地域での複合
公共施設の工事をいったん中断し、学識経験者との協議を求める決議」は、自民、公明、ハー
トフル北九州がそろって反対、否決されました。

初代門司駅遺構
守れ 自民、公明、ハートフルそろって反対自民、公明、ハートフルそろって反対

各党の姿勢鮮明に各党の姿勢鮮明に

意見書の提案理由
を説明する
高橋議員

反対討論をおこ
なう出口議員

全ての意見書に
対する賛否は
こちらから

北九州市・若松区への半導体企業の誘致を受け、党
市議団は９月11日、台湾の大手半導体企業の進出で
揺れる熊本県菊陽町などを視察し、住民などから聞き
取りをしました。
早朝７時には、工業団地につながるすべての道路に

車の列が数キロにわたって渋滞。東京都心か？と思わ
せる車列です。通学路となっていることもあり、子ど
もたちの安全を見守る大人からも「車が多くて事故が
心配」との声も聞かれました。
地元の共産党議員、市民団体などとの懇談では、「地

価も高騰。家賃が2倍以上に跳ね上がり、移転した病
院もある」「農地価格は高騰し、“農業、酪農を続けら
れるのか不安”などの声も出ている」などの実態が紹
介されました。
最大の心配は水問題。「熊本地域は暮らしの水が

100％地下水で賄われている。この『宝の水』が汚染
されないか、非常に不安。開発の規制とともに、企業
の責任を明確にし、健康調査や地下水を汚染から守る
ための抜本的な規制措置を自治体として行うべきだ」

との声が出されました。
市議団はこの調査などをもとに、半導体企業が進出

する自治体の実態を調べ、徹底的な地下水汚染調査・
対策をはじめ、交通渋滞、地価高騰対策などを求めて
いきます。

半導体企業誘致半導体企業誘致 地域はどう変わった？地域はどう変わった？

▲半導体工場を視察した▲半導体工場を視察した
市議団メンバー市議団メンバー

▲大渋滞する工場近くの道路▲大渋滞する工場近くの道路

工場へのバスを待つ従業員で工場へのバスを待つ従業員で
長蛇の列ができる▶長蛇の列ができる▶

市議団　半導体企業進出の熊本県菊陽町を視察

　伊藤淳一議員は9月
26日の決算特別委員
会で、「マイナ保険証が
ないと、医療機関を受診できなくなる」な
どの不安が広がっていることを指摘。市
民の不安解消のため、マイナンバーカード
を作るかどうかは任意であること、マイナ
保険証がなくても今まで通り保険診療を
受けることができることなどを周知徹底
するよう求めました。

決算特別委員会で
質問する伊藤議員

決算特別委で伊藤議員決算特別委で伊藤議員

〝マイナ保険証は任意〝マイナ保険証は任意〟〟

　9月議会では荒川徹議員が会派質疑に、山
内涼成、大石正信、永井佑の３議員が一般
質問に立ちました。藤沢かよ議員は決算特
別委員会委員長をつとめました。

　物価高騰対策として市の財源を
使って、大口契約者を除く下水道
使用料の一定期間の免除や、恒久
的な指定ゴミ袋の無料化などを提
案。
　気候危機打開では、CO２の最
大の発生元である産業界に対して、実効ある協定
を締結するよう迫りました。マイナ保険証につい
て「利用している国民が非常に少ない」事実を指
摘し、現行保険証の発行存続について、国に要請
すべきと要求しました。

　初代門司駅遺構をめぐり、専
門的権威を持つイコモスの評価
を無視し、遺構破壊に突き進ん
できたこと、3年連続でヘリテー
ジアラートが日本に出されたこ
とに触れ、開発優先の文化財保
護行政を厳しく批判しました。　
　世界的な半導体企業の若松進出問題では、熊
本・菊陽町での現地調査をもとに、交通渋滞、水
質検査、地価高騰などの対策について、早急に検
討するよう求めました。

　北九州空港の特定利用空港
「選定」によって、平素から自
衛隊、海上保安庁が同空港を利
用でき、米軍利用も可能で有事
の際には攻撃対象にもなる、と
指摘。防衛省交渉では、“法的根拠がないから、
（選定は）所在自治体の理解を前提にしている”
としましたが、市は“国管理空港であるから、選
定について合意する立場にない”と答弁。その矛
盾を指摘しても「国の専管事項であるから、国に
意見を言う立場にない」と答えるなど、無責任な
市の姿勢が浮き彫りになりました。

　岸田首相の「自治体による無
償化を妨げない」との答弁後、
学校給食無償化が全国に広が
り、4割の自治体が実現している
と指摘。経済波及効果の数値も
示し、学校給食無償化の決断を迫りました。
　市総合体育館の空調設備を全国の自治体が視察
していることに触れ、この設備の設置の研究・検
討を要求。生活保護世帯、低所得者層へのエアコ
ン設置について、奈良県生駒市では熱中症対策と
しても必需品とし、10万円を上限に給付事業を
行っていることを紹介、エアコン設置の支給制度
創設を求めました。

本 会 議 論 戦

物価高騰、気候危機対策 初代門司駅遺構、半導体企業

学校給食無償化、エアコン設置
北九州空港の特定利用空港選定

荒川徹 議員荒川徹 議員 山内涼成 議員山内涼成 議員

藤沢かよ 議員藤沢かよ 議員

永井佑 議員永井佑 議員
大石正信 議員大石正信 議員


